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　ハブの毒は、タンパク質を分解する出血毒で、人体

に人ると毛細血管を壊すため、腫れと痛みをもたらし

ます。症状は、咬まれた部位と体に入った毒量、なら

びに体質などによって決まります。ハブは口を開き、

頭を打ち付けるようにして咬みます。２本の牙は、生

え替わり時には４本あるため、咬まれた牙の痕は１～

４カ所になります。咬まれても毒が入らないこともあ

りますが、毒腺に溜めた毒は一度に一部しか使われな

いため、続けて咬まれると毒量が増えます。沖縄県で

のハブ類による被害数は、復帰前には年に400件以上

で、数名が死亡していましたが、最近では年に100件前

後で、死ぬ人もほとんどいません。ハブに咬まれる場

所は畑が最も多く、全体の40%を占めます。咬まれる

部位は、手の指が約50%を占め、手足で90%以上になり

ます。これは、手足の先が最初にハブに近づきやすい

ためです。ハブは主に夜行性なのに被害が日中に多い

のは、農作業など日中の作業時に、休んでいるハブに

人が近づいて咬まれることが多いからです。このよう

に被害の状況は、人の活動に大きく影響されます。直

接咬まれる被害以外に、「咬まれるかもしれない」と

いった精神的な被害も大きいです。ハブの目撃件数

は、咬まれる件数の200倍以上で、年間２万件以上と推

定されます。





http://www.pref.okinawa.jp/site/hoken/eiken
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